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写真：獅子島招魂祭で熱戦を繰り広げた豆力士たち（１８ページに関連記事）



初
代
町
長
に 

川か

わ

ぞ

え添 

健た
け
し 

氏

　

こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
る
長
島
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご

支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、
当
選
の
栄

に
浴
し
、
長
島
町
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
え
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
と

信
頼
に
こ
た
え
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

経
験
を
生
か
し
、
ス
ピ
ー
ド
あ
る
行
政
を
念

頭
に
、
清
新
の
心
と
情
熱
を
も
っ
て
「
夢
の

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
町
勢

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
こ
ん

身
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

■
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

↑初登庁の朝、花束で迎えられた川添町長

　

４
月
23
日
（
獅
子
島
は
22
日
）、
長
島
町

誕
生
に
伴
う
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
町

長
に
は
川
添
健
氏
（
62
）
が
、
町
議
会
議
員

に
は
20
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
20
人
も
決
定



○国や県にお願いする施策
　・三県架橋（島原―天草―長島）の促進
　・長島―阿久根間の高速道（地域高規格道）の整備
　・西回り自動車道の早期完成
　・獅子島架橋の推進
　・長島高校跡地の活用
　・県道改良事業（鷹巣区間の促進・平尾地区の採択）
○町として取組む事業
　・黒之瀬戸大橋周辺の観光拠点づくり
　・活力のある産業振興と教育・医療の充実
　・長島開発促進協議会づくり
　・財政とのバランスをとり公共事業の導入と雇用の確保
○早急に実施する仕事
　・町道萩之牟礼茅屋間の事業着手
　・女性の声を聴く会づくり
　・一人ひとりを大切にする福祉事務所づくり
　・助役の 2人制（当分の間・収入役の廃止）
　・住民の役に立つ役場づくり

◎こんな町づくりをめざします



初代 長島町長

情熱と行動力がモットー
旧両町の融和、都市と地方の不均衡が
課題。町民と一体となった町づくり、
町おこしに取り組みます。

Interview

川添　健（かわぞえ・たけし）1944年2月25日生まれ。浦底出身。62歳。
1963 年東町役場入り。企画財政課長、総務課長を経て 95 年 8 月から４

年間収入役。2003 年 4 月の東町議選に立候補し初当選。05 年 2 月から

今年 3月の合併まで東町長を歴任。１６７センチ、７３キロ。弓子夫人

と二男夫婦、孫娘 2人と鷹巣で同居。



→インタビュー後、町長室の自席にて

●
町
長
ご
自
身
の
趣
味

は
？

　

趣
味
と
い
え
る
趣
味
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ゴ
ル
フ
と
か
海
遊
び
と
か
浜

に
行
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
で
す

ね
。

●
好
き
な
こ
と
ば
、
あ
る
い

は
座
右
の
銘
が
あ
り
ま
す

か
？

　

好
き
な
こ
と
ば
は
『
親し

ん
き
ん
そ
え
ん

近
疎
遠
』

で
す
。
人
と
親
し
く
す
る
こ
と
に
お

い
て
人
か
ら
も
近
づ
い
て
き
て
も
ら

え
る
し
、
近
づ
か
な
い
こ
と
に
は
遠

く
な
り
、
遠
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

疎
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ

と
を
大
事
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
人
と
語
り
、
動
い
て
い
き
た
い
で

す
。

●
長
島
町
の
好
き
な
と
こ

ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す

か
。

　

全
部
好
き
で
す
が
、
自
然
に
恵
ま

れ
て
、
食
べ
物
が
豊
富
な
と
こ
ろ
。

こ
れ
が
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
新
町
の
町
長
に
な
ら
れ

た
印
象
は
？

　

私
ご
と
き
の
者
で
果
た
し
て
町
長

と
し
て
の
重
大
な
責
任
を
負
え
る
の

か
と
い
う
多
少
の
不
安
は
あ
り
ま
し

た
が
、
選
挙
を
戦
っ
て
、
現
状
の
長

島
の
中
で
「
自
分
の
気
持
ち
、情
熱
、

行
動
力
を
全
力
で
投
球
す
れ
ば
、
良

い
町
が
で
き
る
」
そ
ん
な
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。

●
長
島
町
の
魅
力
は
ど
こ

だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

長
島
の
魅
力
と
い
う
の
は
、
素
晴

ら
し
い
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い

る
、
例
え
ば
三
県
架
橋
の
夢
が
ほ
ぼ

実
現
し
そ
う
な
場
所
で
あ
る
し
、
も

と
も
と
産
業
も
農
業
・
漁
業
と
元
気

が
あ
る
町
だ
し
、
そ
う
い
う
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
町
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
少
し
誘
い
水
と
い
う
か
、
そ
の

よ
う
な
も
の
を
加
え
て
あ
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
が
豊
か

さ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

●
新
町
の
課
題
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

　

当
面
は
、
旧
両
町
の
融
和
を
ど
の

よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
一
番
の
課
題
で
し
ょ
う
。そ
れ
と
、

社
会
資
本
の
都
市
と
地
方
（
田
舎
）

の
不
均
衡
、
追
い
つ
く
と
ま
で
は
い

け
な
い
で
し
ょ
う
が
、
い
か
に
都
会

的
な
生
活
を
感
じ
と
れ
る
よ
う
な
と

こ
ろ
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
、
相

当
な
財
源
的
な
問
題
が
あ
り
ま
す
の

で
そ
こ
が
課
題
で
し
ょ
う
。

●
行
政
経
験
が
豊
富
な
町

長
で
す
が
、
行
政
か
ら
離

れ
ら
れ
た
時
期
に
、
一
町

民
と
し
て
役
場
を
見
た
と

き
の
印
象
は
？

　

住
民
に
対
す
る
愛
情
と
い
う
か
心

配
り
、
気
配
り
と
い
っ
た
よ
う
な
も

の
が
行
政
に
い
た
と
き
に
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
い

ざ
離
れ
て
み
て
そ
の
大
切
さ
と
い
う

も
の
を
知
っ
た
気
が
し
ま
す
。
も
う

一
回
立
ち
向
か
っ
て
そ
の
気
持
ち
を

を
取
り
戻
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く
り
」

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

●
最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん

へ
ひ
と
こ
と

　

私
一
人
、
あ
る
い
は
議
員
、
役
場

職
員
が
い
く
ら
一
人
で
頑
張
っ
て
も

限
ら
れ
て
い
る
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
、

町
お
こ
し
と
い
う
も
の
が
大
切
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
間
も
な
い
川
添
町
長
に
、
自
身
の
こ
と
、

　

ま
ち
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。



◎ ◎

池田　　

長島町議会議員の顔ぶれ

５７歳・無・鷹巣

岩下　儀平
６６歳・無・諸浦

濵上　實則
６２歳・無・諸浦

礒永　秀生
６０歳・無・獅子島

５６歳・無・獅子島

濵　実男
６４歳・無・諸浦

植元　敏光
６２歳・無・川床

原口　秀昭
６６歳・無・川床

福嵜　久義

６７歳・無・川床

田中　正　
６４歳・無・山門野

口　　光男

６１歳・無・城川内

川上　勇

６７歳・無・浦底

上平　叶

６４歳・無・下山門野

児島　薩男
６８歳・無・城川内

橋元　一登
５０歳・無・指江

小川　武男
５５歳・無・蔵之元

石橋　束

７０歳・無・下山門野

　島　金二
４５歳・無・蔵之元

下塩見　浩
５８歳・無・平尾

　川　和昭
６５歳・無・平尾

　口　國昭

旧
東
町
選
挙
区

旧
長
島
町
選
挙
区

　長島町誕生に伴う町議会議員選挙の結果、選出された２０人の
議員を紹介します。

　川　和昭　川　和昭 　島　金二　島　金二　島　金二　島　金二　島　金二

６０歳・無・獅子島

口　　光男口　　光男口　　光男
６４歳・無・山門野

口　　光男口　　光男口　　光男



町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

長島町長選挙の確定得票

　　●有権者数　９，８８８人
　　●投票総数　９，２６１票
　　●有効投票　９，１５４票
　　●無効投票　  　１０７票
　　●投票率　　９３．６６％

　当　４，９６９　川添　　健（６２）
　　　４，１８５　島崎　親雄（６６）

旧東町選挙区
　　　（定数１１―候補者数１２）

　●有権者数　５，７７９人
　●投票総数　５，３７１票
　●有効投票　５，３２０票
　●無効投票　　　５１票
　●投票率　　９２．９４％

当　６０２　岩下　儀平（５７）
当　５４８　濵上　實則（６６）
当　５１９　礒永　秀生（６２）
当　４８８　池田　　　  （６０）
当　４５５　福嵜　久義（６６）
当　４２９　濵　　実男（５６）
当　４２７　植元　敏光（６４）
当　３９９　原口　秀昭（６２）
当　３８５　上平　　叶（６７）
当　３８１　田中　正　  （６７）
当　３５６　口　　光男（６４）
　　３３１　樫平　　巖（６７）

旧長島町選挙区
　　　　（定数９―候補者数１３）

　●有権者数　４，１０９人
　●投票総数　３，８８７票
　●有効投票　３，８４８票
　●無効投票　　　３９票
　●投票率　　９４．６０％

当　３８２　川上　　勇（６１）
当　３５６　石橋　　束（５５）
当　３４９　児島　薩男（６４）
当　３１１　橋元　一登（６８）
当　３０４　小川　武男（５０）
当　３０３　　口　國昭（６５）
当　２９８　　島　金二（７０）
当　２８５　下塩見　浩（４５）
当　２７５　　川　和昭（５８）
　　２６９　町田　勇力（６８）
　　２６５　小田　顕二（６７）
　　２３２　山口　新一（５５）
　　２１９　赤瀬　　康（５５）

長島町議会議員選挙の確定得票
　　　　　　　　（定数２０―候補者数２５）

　

長
島
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
は
４
月
23
日
（
獅
子
島
は
22
日
）
午

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
町
内
26
カ
所
で
行
わ
れ
、
23
日
午
後
９
時
か
ら
長
島
町

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
に
は
旧
長
島
町
長
の
島
崎
親
雄
氏
（
66
）、
旧
東
町
長
の
川
添
健
氏

（
62
）
が
立
候
補
。
開
票
の
結
果
、
川
添
氏
が
４
、９
６
９
票
を
得
て
当
選
し
、
新
町

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
に
限
り
定
数
20
と
し
て
旧
町
ご
と
に
選
挙
区
を
設
け
た
町
議
会
議
員
選
挙

に
は
、
旧
東
町
選
挙
区
に
12
人
（
定
数
11
）、
旧
長
島
町
選
挙
区
に
13
人
（
定
数
９
）

が
立
候
補
。
旧
町
議
を
中
心
に
当
選
を
決
め
ま
し
た
。



INFORMATION

交通事故無料相談

　社団法人日本損害保険協会で

は、自動車保険請求相談セン

ターを全国に設置し、交通事故

でお困りの方々の自賠責保険や

任意自動車保険の請求につい

て、一切無料で相談に応じてい

ます。

　交通事故でお悩みの方はお気

軽にご相談ください。

○相談日（電話相談可）

　・月曜日～金曜日

　　（祝日を除く）

　・午前 9時～正午

　　午後 1時～午後 5時

○弁護士相談日

　（面談可能な方のみ・予約制）

　・毎月第 2・4木曜日

　・午後 1時～午後 4時

【問い合わせ先】

鹿児島自動車保険相談センター

℡ 099-252-3466

る法律が改正され、引取りはあくま
でも緊急措置であることが明確化さ
れたことから、無制限な引取り頭数
の増加に歯止めをかけ、飼い主の責
任をより明確化することを目的とし
た「引取手数料」を設置し、平成
18 年 10 月 1日から施行することに
なりました。
○設定金額
・犬引取手数料
　生後 91 日以上　2，000 円
　生後 91 日未満 　     400 円
・猫引取手数料
　生後 91 日以上　1，000 円
　生後 91 日未満　　 200 円 
○生後 91 日で区別する理由
・狂犬病予防法により、生後 90 日
　以降は登録義務がある。
・一般的に犬・猫ともに 90 日を過
　ぎるころから成犬・成猫と区別さ
　れる。
・成犬・成猫の方がより多く処分経
　費を必要とする。
　愛護動物の遺棄は「動物の愛護及
び管理に関する法律」違反であり、
罰則規定（30 万円以下の罰金）も
あることから、やむを得ない事情で
飼養できなくなった犬・猫は、遺棄
することなく適切な手続きにのっ

とって、保健所へ引取りの依頼をし
てください。

　【問い合わせ先】
　出水保健所　衛生課
　℡ 0996-63-3111

　1 時間 1，200 円

　【問い合わせ先】
　役場社会教育課
　℡ 0996-88-6500

　『動物愛護講習会』を開催

　保健所では、県内の保健所におい
て「動物愛護講習会」を開催してい
ます。
　北薩地域での平成 18 年度「動物
愛護講習会」の日程は次のとおりで
す。
　これから犬を飼いたいと思ってい
る方、犬の飼い方、しつけに疑問を
持っている方、どなたでも参加でき
ます。
○日時・場所
第 1回　平成 18 年 6月 13 日（火）
　　　　川薩保健所
第 2回　平成 18 年 7月 25 日（火）
　　　　出水保健所
第 3回　平成 18 年 8月 8日（火）
　　　　大口保健所
第 4回　平成 18 年 8月 22 日（火）
　　　　さつま町ひまわり館
第 5回　平成 18 年 10 月 24 日（火）
　　　　川薩保健所
第 6回　平成 19 年 1月 23 日（火）
　　　　出水保健所
・受　付　午後 1時から
・講習会　午後 1時 30 分から

　犬・猫の引取手数料が設置さ
　れます

　保健所では、これまで捨て犬や捨
て猫防止策として犬・猫の引取りを
実施してきましたが、近年では飼い
主の都合による猫等の引取依頼が増
加しています。
　今回、動物の愛護及び管理に関す



募集

相談

くらし

　母子保健推進員を募集しま　
　す！！

　町では、母子保健推進員を募集し
ます。
○活動内容
　妊婦さんや乳幼児への声かけ、母
子健診のお手伝いなどです。
○募集地区
　旧東町（山門野・川床・鷹巣・浦
底・諸浦・獅子島）の方
　協力していただける方は、平成
18 年 5月 25 日（木）までにご連絡
ください。

　【連絡先】
　役場保健衛生課　保健係
　℡ 0996-86-1111　内線 1108

　税務職員（税務大学校生）の
　募集

　人事院と熊本国税局では、税務職
員（税務大学校生）を募集していま
す。
　税務職員には、仕事の性質上、豊
な人間性と高度の知識が要求されま
す。
　国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験
に合格し採用されますと、全員が税
務大学校普通課に入校し、1 年間、
大学水準の教養と税務職員として必
要な専門知識を習得するための教育
を受けることになっています。
　その後、税務署に配属され、国税
の仕事に従事することになります。
　募集要項は、次のとおりです。
○受験資格

　昭和 61 年 4 月 2 日から平成元年
4月 1日までに生まれた方で、学歴
は問いません。
○試験の程度
　高校卒業程度
○申込書の受付期間
　平成 18 年 6月 20 日（火）～
　　　平成 18 年 6月 27 日（火）
　　　　　　　（通信日付印有効）
○第一次試験
　平成 18 年 9月 3日（日）
○申込用紙
　熊本国税局や最寄りの税務署に備
えてあります。

　【問い合わせ先】
　出水税務署　総務課
　℡ 0996-62-0200

　経営安定特別相談室の設置

　～経営安定のための
　　　　　商工会事業について～

　商工業者の経営危機を回避し倒産
を未然に防ぐため、鹿児島県商工会
連合会は、国の特別事業に係る「経
営安定特別相談室」を設置していま
す。
　この相談室では、弁護士、中小企
業診断士、公認会計士、税理士など
の専門家が、無料で指導や助言を
行っています。
　経営が不振に陥る気配があるな
ら、早期に適切な手を打つことが重
要なポイントです。
　ためらわず、できるだけ早めにご
相談ください。

　【問い合わせ先】
　東町商工会
　℡ 0996-86-0203
　長島町商工会
　℡ 0996-88-5132

　行政の悩みごとを相談してみ
　ませんか

　町では、行政相談委員が国の仕事
についての疑問や要望など、自宅や
電話で相談に応じています。
　当町担当の行政相談委員が、行政
相談所を開設しますので、お気軽に
ご相談ください。
　相談は無料、秘密は守られます。
○日時
　平成 18 年 5月 22 日（月）
　午前 10 時～午後 3時
○相談所
・長島町開発総合センター　老人室
　行政相談委員　諏訪勝江氏
　鷹巣 3664-2　℡ 0996-86-0022
・長島町役場指江庁舎　会議室
　行政相談委員　瀬戸口道夫氏
　指江 170　℡ 0996-88-5113

　学校開放使用料の変更

　合併に伴い、町内の学校開放使用
料（一般団体）が変更になりました。
　旧長島町の 6校については、合併
前は無料でしたが有料化となりまし
たので、利用される際にはご注意く
ださい。
○体育館使用料
　1時間２００円
○ナイター使用料
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地
区
名

氏　
　

名

地
区
名

氏　
　

名

田
尻
西

田
中　

義
夫

桂　

代

川
田　
　

誠

田
尻
東

瀬
戸　

輝
彦

三　

船

井
上　

博
文

火
ノ
浦

宮
内　

一
四

薄　

井

竹
島　

憲
一

山
門
野
下

増
田　

義
勝

白　

瀬

赤
嵜　

友
春

山
門
野
中

宮
之
原　

誠

本　

浦

豊
嶋　

美
俊

山
門
野
上

淵
ノ
上
正
二

葛　

輪

森
枝　

速
人

加
世
堂

角
中　

豊
治

片
側

小
田　

敏
博

川
床
下

石
橋　

親
信

御
所
ノ
浦

須
嵜　

國
人

川
床
中

中
納　

武
徳

湯
ノ
口

梅
川　
　

辛

川
床
上

福
嵜　

勝
行

幣　

串

池
田　

卓
男

小　

坂

原
口　

哲
彌

団　

地

大
田　

正
人

杉
ノ
段

枦
元　

博
昭

平
尾
中
南

松
尾　
　

安

梅
ノ
木
山

石
橋　

勝
志

母
良
木

小
林　

信
正

牧

山
下　

幸
男

藤
之
元

田
淵　
　

健

市
来
崎

片
下　

美
俊

萩
之
牟
礼

南
條　

純
則

脇　

崎

森
山　

健
二

茅　

屋

宮
瀬　

和
実

塩　

追

大
石　

正
和

浜　

漉

大
堂　

英
之

赤　

崎

村
迫　

一
幸

北
方
崎

山
下　

重
行

山　

寺

岡
田　

利
行

犬
ヶ
倉

小
川　

幸
治

上　

揚

小
崎　
　

忍

蔵
之
元

田
中
順
一
郎

野　

中

池
田　

良
廣

小　

浜

町
口　

孝
治

菅
牟
田

原
田　

民
男

指　

江

赤
瀬　

正
文

山　

中

豊
田　

成
之

川　

内

中
村　

紀
男

本　

町

上　
　
　

傳

城
川
内

菊
地　

憲
夫

西

川
添　

康
成

唐　

隈

小
田　

義
光

矢　

堂

宮
路　

泰
次

広　

野

向　
　

義
文

宮
ノ
浦

波
戸　

憲
一

潟

山
下　
　

猛

伊　

唐

丸
橋　

松
志

汐　

見

浜
田　

隆
男

浦　

底

浦
底　

壽
治

馬　

込

浜
田　

重
則

福
ノ
浦

岩
塚　

保
吉

　新町発足後最初となる平成 18年度長島町行政連絡員会議が４月５日、長島町開発総合センター
で開催されました。
　この会議には、町内 59地区の行政連絡員が出席。町から行政連絡員へ辞令が交付された後、行
政の業務内容などについて担当課長らから説明を受けました。
　行政連絡員は、地域住民と行政のパイプ役として今後１年間活躍されます。
　各地区を担当する行政連絡員は、次のとおりです。

平成 18年度行政連絡員会議

◎
行
政
連
絡
員
名
簿
（
敬
称
略
）

←行政側の説明に熱心に耳を傾ける
　行政連絡委員の皆さん
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皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま

ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
強

く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、

昭
和
23
年
、
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
昭
和
24
年
６
月
１

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
擁
護
機
関
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り

で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
に

『
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
』
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
特
設
人
権
相
談
所

・ 

平
成
18
年
６
月
１
日
（
木
）

・ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

餅
原
美
榮
子
氏

　

浦
底
和
男
氏

○
長
島
町
役
場　

指
江
庁
舎

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

大
堂
英
之
氏

　

町
口
昭
弘
氏

　

山
本
定
満
氏

長
年
の
尽
力
に
感
謝

　

こ
れ
ま
で
、
旧
東
町
で
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
湯
田
章
人

さ
ん
（
山
門
野
中
）
が
任
務
を
終
え

ら
れ
、
４
月
１
日
か
ら
浦
底
和
男
さ

ん
（
浦
底
）
が
新
し
い
委
員
と
し
て

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

長
島
町
役
場
町
長
室
で
感
謝
状
伝
達

式
と
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
、

湯
田
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
地
域
の

た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
浦
底
さ

ん
に
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支

局
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

↑湯田さんに法務大臣からの感謝状が手渡されました

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
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旧
長
島
町
と
旧
東
町
の
歩
み
を
ま

と
め
た
ビ
デ
オ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
購
入

希
望
者
に
販
売
し
ま
す
。

　

販
売
す
る
の
は
、
旧
長
島
町
の
閉

町
記
念
式
典
で
放
映
さ
れ
た
「
ふ
る

さ
と
は
永
遠
に　

長
島
町
の
歩
み
」

と
、
旧
東
町
の
町
制
施
行
50
周
年
・

東
町
長
島
町
合
併
記
念
式
典
で
放
映

さ
れ
た
「
心
の
中
に　

東
町
50
年
の

歩
み
」
の
２
本
で
す
。
旧
両
町
の
町

制
施
行
か
ら
閉
庁
記
念
式
典
ま
で
を

20
分
程
度
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

価
格

○
「
ふ
る
さ
と
は
永
遠
に

　
　
　

〜
長
島
町
の
歩
み
〜
」

　

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ

　
　

１
本　

１
、５
０
０
円

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　

１
本　

２
、５
０
０
円

○
「
心
の
中
に

　
　
　

〜
東
町
50
年
の
歩
み
〜
」

　

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ

　
　

１
本　

１
、５
０
０
円

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　

１
本　

２
、５
０
０
円

・
価
格
は
す
べ
て
税
込
み
で
す
。

・
予
約
販
売
と
な
り
ま
す
の
で
、
納

　

品
ま
で
に
1
カ
月
程
度
か
か
り
ま

　

す
。

・
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
納
品

　

の
際
ご
連
絡
し
ま
す
。

・
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
途

　

送
料
が
必
要
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

長
島
町
役
場

℡
０
９
９
６―

８
６―

１
１
１
１

　

総
合
管
理
課　

内
線
２
１
１
４

　

企
画
財
政
課　

内
線
１
２
５
５
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扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）

サラリーマン等

（厚生年金等加入者）

０人 ４６０万円 ５３２万円

１人 ４９８万円 ５７０万円

２人 ５３６万円 ６０８万円

３人 ５７４万円 ６４６万円

４人 ６１２万円 ６８４万円

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童

手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
６

年
生（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制

限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

改
正
に
伴
う
申
請
は
、
平
成
18
年

９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
、
特
例
的

に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
現
況
届
と
同
時
に
６

月
に
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【申請に必要なもの】
○全員共通
　印鑑・申請者の保険証
○ 必要に応じて
・ 平成 17 年度所得証明書（平成 17年１月１日に町内に住所がなかった方）
・ 平成 18 年度所得証明書（平成 18年１月１日に町内に住所がなかった方）
・ 受給者名義の預金通帳（郵便局不可）
　その他必要に応じてご案内します。

所得制限と対象年齢を小学校 6年生まで引き上げ

平成 18年度所得制限限度額（平成 18年４月分の児童手当から適用）

現在、児童手当を受給している

小学校 4年生の子どもがいる

小学校 5・6年生の
子どもがいる

額改定請求書
＋

現況届
現況届 認定請求書 該当無し

小学校 6 年生ま
での子どもがいる

所得制限緩和により所得額が
制限額内になった

はい

はい

はい

どちらか　はい

いいえ

いいえ

いいえ

◎申請が必要な方
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『
水
』
は
限
り
あ
る
資
源
で
す

○
水
質
検
査
結
果
の
閲
覧

　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
、
法
令
等

に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
く
検
査

項
目
・
検
査
頻
度
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
水
道
水

の
水
質
検
査
な
ど
は
、
役
場
水
道
課

も
し
く
は
事
業
推
進
課
水
道
係
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
閲
覧
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
に
行
っ
た
水
質

地　　区　　名 氏　　名

田尻西・田尻東・火ノ浦 　戸　繁盛

山門野下・山門野中

山門野上
玉置ヨシヱ

加世堂 浦　ひろえ

川床下・川床中・川床上

小坂・杉ノ段
田淵　鈴子

梅ノ木山・牧・市来崎 山下　幸男

脇崎 森山　健二

塩追 大石　正和

赤崎 小　　一志

山寺・上揚・山中・団地

本町・西・矢堂
山野　勝美

野中・菅牟田・宮ノ浦 石田まゆみ

伊唐 冷水　澄夫

浦底・福ノ浦・桂代・三船 小田　節子

薄井 山下　　忍

白瀬・本浦・葛輪 橋元代津美

片側・黒崎 小林　榮樹

御所ノ浦 須嵜　國人

幣串・柏栗・立石・平河内 小林　和美

湯ノ口 梅川　　辛

平尾中南 松尾　　安

母良木 小林　信正

口之福浦 鶴長　千吉

茅屋 宮瀬　和実

北方崎 山下　重行

犬鹿倉 小川　幸治

蔵之元 清水　　求

小浜 山中　秀紀

指江・川内・城川内 竹山　幸三

唐隈 小田　義光

汐見 濵田　　男

検
査
の
結
果
は
す
べ
て
水
質
基
準
に

適
合
し
て
お
り
、
飲
用
水
と
し
て
十

分
な
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

○
水
道
使
用
料
徴
収
員

　

町
内
の
水
道
使
用
料
を
集
金
す
る

平
成
18
年
度
水
道
使
用
料
徴
収
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
徴
収
員
が
訪
問
し

た
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
集
金
が
で

き
ま
す
よ
う
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎水道使用料徴収員名簿（敬称略）

○○○水の上手な使い方○○○



農林課農政係　内線 2140

農薬の
飛散を減らそう

女
性
も

　

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

　　

５
月
29
日
か
ら
農
薬
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

○
残
留
農
薬
の

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

　

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
残
留

農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が

平
成
18
年
５
月
29
日
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
残
留

農
薬
基
準
値
が
な
い
農
薬
に
も
、

０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
低
い
数
値

が
基
準
値
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
基
準
を
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
す
と
、
生
産
物
の
出

荷
停
止
・
回
収
な
ど
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を

つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
・
・
・

飛
散
で
す
。

○
対
策
は

散
布
時
に
守
り
た
い
こ
と

・
散
布
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

　

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
風
の
弱
い
と
き
に
風
向
き
に
気
を

　

つ
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う

・
散
布
の
方
向
や
位
置
に
気
を
つ
け

　

て
散
布
し
ま
し
ょ
う

・
細
か
す
ぎ
る
散
布
粒
子
の
ノ
ズ
ル

　

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
散
布
圧

　

力
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う

・
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
洗
い
も
れ
が

　

な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
洗
っ
て
お

　

き
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
対
策
も
有
効

・
ま
わ
り
の
作
物
に
も
登
録
の
あ
る

　

農
薬
を
使
用
す
る

・
飛
散
し
に
く
い
剤
型
（
粒
剤
等
）

　

の
農
薬
を
使
用
す
る

・
境
界
区
域
で
は
農
薬
を
散
布
し
な

　

い
・
ま
わ
り
の
作
物
を
ネ
ッ
ト
や
シ
ー

　

ト
な
ど
で
一
時
的
に
覆
う

○
認
定
農
業
者
と
は

　

農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
方
が

立
て
た
計
画（
農
業
経
営
改
善
計
画
）

を
町
が
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
認
定

す
る
も
の
で
す
。
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
そ
の
計

画
達
成
に
向
け
て
、
資
金
の
借
り
入

れ
や
農
地
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
制
度
の
運
用
改
善

　

平
成
15
年
６
月
か
ら
、
家
族
経
営

協
定
等
を
結
ん
で
い
る
共
同
経
営
者

も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
認
定
農
業

者
に
な
れ
る
道
が
開
け
ま
し
た
。

　

女
性
の
農
業
経
営
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
女
性
の
農
業

経
営
者
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
化
す
る
に
は
、
女
性

も
積
極
的
に
認
定
農
業
者
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。



産　業　廃　棄　物　収　集　運　搬　車
　長　　島　　　太　　郎（氏名）

回　　収　　日 回　収　時　間 回　収　場　所

６月５日（月） 午前７時～午前１０時
伊唐大橋手前駐車場

山門野中央集荷所

６月６日（火） 午前７時～午前１０時
ＪＡ東事業所バレイショ選果場

田尻西公民館

６月７日（水） 午前７時～午前１０時
平尾野菜集荷所

小浜海水浴場駐車場

６月８日（木） 午前７時～午前１０時
ＪＡ長島事業所バレイショ選果場

汐見野菜集荷所

　農林課農政係　内線２１４０

環
境
保
全
型
農
業
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
処
分
し
ま
す
。

　

農
業
用
の
使
用
済
み
と
な
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

な
ど
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
な
り
、

野
焼
き
や
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
こ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
分
は
、
使
用
し
た
農
家
の
責
任
で

す
。
し
か
し
、
個
々
の
農
家
で
適
切

に
処
理
す
る
の
が
難
し
い
た
め
、
出

水
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
回
収
を
行

い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
も
の
は
、
洗
浄
・
分

別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
用
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎こんぽう梱包するときは、長さ１ｍ、重さ１０ｋｇ程度とし、異物が混じらないようにして
　ください。
◎回収費用は、農協口座より引落します。農協口座をお持ちでない方は、当日現金での支払い
　となります。
◎当日が雨天の場合は、延期します。
◎廃プラスッチク類を運搬する際は、運搬する車両の両側面に次のような表示をしてください。
　　　　　　（見　本）

※鹿児島いずみ農協では、マグネットシートを２枚１組６００円で販売しています。

↑廃プラスチック類の回収風景



企画財政課企画調整係　内線２１４０

乗降場所 運行時刻
片側   6：30   9：20 11：45 15：40
黒崎   6：35   9：25 ↓ ↓
御所ノ浦   6：40   9：30 ↓ ↓
平河内   6：46   9：36 ↓ ↓
白浜   6：48   9：38 ↓ ↓
国出   6：49   9：39 ↓ ↓
湯ノ口   7：00   9：50 ↓ ↓
立石   7：04   9：54 ↓ ↓
柏栗   7：06   9：56 ↓ ↓
幣串   7：12 10：02 11：55 15：50
片側   7：20 10：10 12：05 16：00
幣串   7：30 10：20 12：13 16：08
柏栗 ↓ ↓ 12：19 16：14
立石 ↓ ↓ 12：21 16：16
湯ノ口 ↓ ↓ 12：25 16：20
国出 ↓ ↓ 12：36 16：31
白浜 ↓ ↓ 12：37 16：32
平河内 ↓ ↓ 12：39 16：34
御所ノ浦 ↓ ↓ 12：45 16：40
黒崎 ↓ ↓ 12：50 16：45
片側   7：40 10：30 12：55 16：50

獅子島で乗合バスが運行開始

　

獅
子
島
島
民
念
願
の
獅
子
島
乗
合

バ
ス
が
3
月
16
日
、
獅
子
島
島
内
を

一
周
す
る
ル
ー
ト
で
運
行
を
始
め
ま

し
た
。

　

同
日
は
、
発
着
所
と
な
る
片
側
の

獅
子
島
へ
き
地
診
療
所
前
の
駐
車
場

に
地
区
民
ら
約
50
人
が
集
ま
り
、
第

１
便
の
出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
は
同
診
療
所
の
送
迎
バ

ス
を
使
用
し
、
診
療
所
が
使
わ
な
い

火
、木
、土
曜
日
の
週
3
回
運
行
（
祝

日
、年
末
年
始
は
運
休
）
さ
れ
ま
す
。

　

獅
子
島
に
は
こ
れ
ま
で
公
共
交
通

機
関
が
な
く
、
今
回
の
バ
ス
開
通
で

島
内
の
移
動
を
は
じ
め
、
幣
串―

水

俣
間
の
航
路
を
利
用
す
る
通
院
者
や

買
い
物
客
ら
の
有
効
な
移
動
手
段
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
1
便
の
出
発
を
見
守
っ
た
片
側

の
肥
田
弘
顕
さ
ん
（
72
）
は
「
車
の

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者
に

と
っ
て
あ
り
が
た
い
。
集
落
間
を
船

で
行
き
来
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
雨
風
の
日
で
も
こ
れ
か
ら
は
大

丈
夫
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

診療送迎用を有効利用

↑念願の乗合バス第 1便に乗り込む地区民

◎時刻表



まちの話題

↑先輩児童のつくるアーチをくぐって入場する新入生

↓桃源郷の入所者へバレイショを手渡す丸橋部長

↑戦没者慰霊碑に玉ぐしをささげる参列者

いしくいただきますお 桃源郷と給食センターにバレイショ寄贈

　鹿児島いずみ農協東事業所バレイショ部会青壮年部
（丸橋松志部長）は３月８日、地元でとれた赤土バレ
イショを特別養護老人ホーム桃源郷と鷹巣学校給食セ
ンターにプレゼントしました。同施設に贈られたのは、
部員が丹精込めて育てたニシユタカ１４０㌔（桃源郷
に６０㌔、給食センターに８０㌔）。桃源郷では丸橋
部長が「いつまでもお元気で」と声をかけながら代表
者へ手渡すと、入所者は「肉じゃがが大好き。おいし
くいただきます」と喜んでいました。

迎  １２５人が新入学歓 小・中学校入学式

　桜の花が咲きほこり、春の陽気に恵まれた
４月６日、町内の小・中学校１６校で入学式
が行われました。今年入学したのは小学校に
９７人、中学校に１２５人の計２２２人です。
　蔵之元小学校（德留光郎校長・児童数７４
人）では、在校生やＰＴＡ、地区民ら約
１００人が新１年生１０人の入学を祝いまし
た。緊張した面持ちの新入生は德留校長と「命
を大切にする」「あいさつをして、友達と仲
良くする」「遊んだり、学んだりする元気な
子になる」の３つの約束をした後、「蔵之元
小学校は花がとてもきれいな学校です。早く
学校になれて、友達をいっぱいつくってくだ
さい」と在校生代表の鳥越信康君（６年生）
から歓迎を受けました。

争を忘れず二度と繰り返さない戦 獅子島招魂祭

　初夏を感じさせる好天の中、獅子島の七郎山（３９３
㍍）山頂で４月３０日、恒例の招魂祭がありました。
この招魂祭は戦争で亡くなった地元出身者の慰霊と、
島民の親ぼくを兼ねて毎年４月に開かれています。
　慰霊祭では、「戦後６１年目を迎えても悲惨な戦争
を忘れず二度と繰り返さない」と戦没者に誓い、平和
を願いました。
　続いて、相撲や芸能大会が行われ、熱戦や名演に拍
手や歓声がわき起こり、終日にぎわいをみせました。



My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
↓総務大臣表彰を受賞された湯田さん

↑毎床にある繁殖実験センターの全景

↑ゴールデンウィーク
　を利用して、たくさ
　んのお客さんが押し
　よせ、駐車場は常に
　満車状態

←テントには地元でと
　れた農・海産物が並
　べられ、新鮮な食材
　が飛ぶように売れて
　いました

年の功績が認められる
湯田さんが総務大臣表彰受賞

　旧東町選挙管理委員会の湯田和夫委員長（78）が
３月８日、総務大臣表彰を受賞されました。湯田さん
は、平成元年に選挙管理委員に就任。平成 13 年から
委員長を務められ、衆議院議員総選挙等でなんら事故
もなく、投票率も 80％を超えるなどその功績が顕著
であると認められ、今回の受賞となりました。　

技術を導入し生産基盤を強化新 肉用牛繁殖実験センター落成

　鹿児島いずみ農協が建設を進めていた肉用牛繁殖実
験センターの規模拡大工事が終了し、４月２４日、落
成式がありました。この施設は、これまで母牛２００
頭規模の運営を行ってきましたが、子牛育成舎等の増
設のほか、発情発見装置などの新技術を取り入れ、今
後は繁殖農家の生産基盤強化に役立てられます。

外客で連日にぎわう町 道の駅で特産品展示即売会

　春の潮風に誘われて、東シナ海に面した『道
の駅長島』へ―。絶好の行楽日和となったゴー
ルデンウィークの５月３・４・５日の３日間、
道の駅長島では特産品の展示即売会を実施し
ました。昨年は５月４日の１日だけのイベン
トでしたが、盛況により今年は日数を増やし
て営業。店頭には、とれたての赤土バレイショ
や完熟トマト、新玉ねぎなどの特産物が所狭
しと並べられ、帰省やドライブなどの途中で
立ち寄った町外客でにぎわいました。
　同道の駅を運営する株式会社アフマックの
大迫政喜・代表取締役は「会員の方々から旬
の食材を持ち寄ってもらって販売していま
す。連日大盛況で喜んでいます」と話してい
ました。

長



休日の在宅当番医

６月　４日　　飯 尾 医 院 
　　　　　　　　℡ 0996-88-5040
６月１１日　　鷹巣診療所
　　　　　　　　℡ 0996-86-0054
６月１８日　　長島クリニック
　　　　　　　　℡ 0996-88-6405
６月２５日　　平尾診療所
　　　　　　　　℡ 0996-88-2595

お詫びと訂正
　広報ながしま創刊号の 16 ページ「伊唐小文
部科学大臣賞受賞」の記事で、丸橋雄吾君が昨
年に続いて２度目の特別賞受賞との内容を掲載
していましたが、２度目の受賞は鴨川総一朗君
でした。
　また、18 ページの「編集後記」で次のとお
り誤りがありました。
（誤）春木賢治校長
（正）春木寛治校長
　関係者の皆さまに大変ご迷惑をおかけしまし
た。訂正しますとともに深くお詫び申し上げま
す。

休日の歯科在宅当番医

６月　４日　　水野歯科医院
　　　　　　　　℡ 0996-82-0064
６月１１日　　村岡歯科医院
　　　　　　　　℡ 0996-62-0601
６月１８日　　橋口歯科医院
　　　　　　　　℡ 0996-73-0508
６月２５日　　つばさ歯科医院
　　　　　　　　℡ 0996-62-8519

日 月 火 水 木 金 土
１
可燃

（北部）

２
可燃

（南部）

３

４
資源

（古紙）

５
可燃

（北部）

６
可燃

（南部）

７　不燃
リサイクル

（北部）

８
可燃

（北部）

９
可燃

（南部）

10

11 12
可燃

（北部）

13　可燃
（南部）

粗大

14　不燃
リサイクル

（南部）

15
可燃

（北部）

16
可燃

（南部）

17

18 19
可燃

（北部）

20
可燃

（南部）

21　不燃
リサイクル

（北部）

22
可燃

（北部）

23
可燃

（南部）

24

25 26
可燃

（北部）

27
可燃

（南部）

28　不燃
リサイクル

（南部）

29
可燃

（北部）

30
可燃

（南部）

日 月 火 水 木 金 土

１　可燃
リサイクル

２ ３

４ ５
可燃

６ ７
不燃

８
可燃

９ 10

11 12
可燃

13 14
粗大

15　可燃
リサイクル

16 17

18 19
可燃

20 21
不燃

22
可燃

23 24

25 26
可燃

27 28
ビン・有害

29
可燃

30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
可燃

３

４ ５ ６
可燃

７
粗大

８
不燃

９
可燃

10

11 12 13
可燃

14
リサイクル

15 16
可燃

17

18 19 20
可燃

21 22
不燃

23
可燃

24

25 26 27
可燃

28
ビン・有害

29 30
可燃

日 月 火 水 木 金 土

１
リサイクル

２
可燃

３

４ ５ ６
可燃

７
不燃

８ ９
可燃

10

11 12 13
可燃

14
粗大

15
リサイクル

16
可燃

17

18 19 20
可燃

21
不燃

22 23
可燃

24

25 26 27
可燃

28
ビン・有害

29 30
可燃

獅子島

浦底・川床・山門野

鷹巣・諸浦

◎旧長島町地区（全域）

●●●６月のごみ収集日●●●

◎旧東町地区





かごしまブランドにも指定されている「赤土バレイショ」の収穫

　

11
月
下
旬
か
ら
2
月
上
旬
ま
で
に
植
え
付

け
ら
れ
た
春
物
の
「
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
」
が
、

早
場
地
帯
で
4
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま

り
、
全
体
的
に
は
4
月
中
旬
か
ら
ま
と
ま
っ

た
出
荷
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

　

最
盛
期
と
な
っ
た
5
月
の
連
休
中
に
は
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
ま
で
一
家
総
出
で
収
穫
に
追
わ
れ
た
家
庭

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
に
よ
る
と
、
早
春
物

の
栽
培
面
積
は
１
６
０
㌶
で
、
12
月
に
入
る

ま
で
は
順
調
な
生
育
で
し
た
が
、
12
月
中
に

雪
や
霜
が
相
次
い
で
害
寒
を
受
け
、
販
売
量

は
計
画
の
4
割
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
春
バ
レ
イ
シ
ョ
の
栽
培
面
積
は

３
５
０
㌶
で
、
2
月
ま
で
は
気
温
低
下
の
影

響
を
受
け
、
全
般
的
に
約
2
週
間
程
度
の
生

育
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
3
月
上
旬

か
ら
の
気
温
上
昇
に
よ
り
品
質
も
良
好
で
順

調
な
生
育
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
数
値
は
農
協
共
販
分
）

出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

家
族
総
出
で
収
穫




